「高志の国文学館周辺の文学散歩」 by 澤田 隆彰
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「
高
志
の
国
文
学
館
周
辺
の
文
学
散
歩
」澤
田
隆
彰
二
〇
一
六
年
年
度
の
文
学
散
歩
と
し
て
「
高
志
の
国
文
学
館
周
辺
の
文
学
散
歩
」
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
実
施
期
日
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
十
二
日
（
土
）
参
加
者
二
十
二
名
ま
ず
、
今
回
参
加
者
が
二
十
二
名
と
多
か
っ
た
の
は
、
澤
田
が
講
師
を
努
め
る
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
自
遊
塾
の
講
座
「
ふ
る
さ
と
の
文
学
め
ぐ
り
（
入
門
編
）
Ⅴ
」
と
共
催
の
た
め
で
あ
り
、
参
加
者
内
訳
は
富
山
文
学
の
会
会
員
八
名
、
自
遊
塾
塾
生
七
名
、
一
般
参
加
七
名
（
う
ち
富
山
大
学
の
小
谷
先
生
関
係
五
名
）
で
し
た
。
午
前
一
〇
時
、
富
山
県
教
育
文
化
会
館
三
〇
四
号
室
に
集
合
し
、
資
料
配
布
と
簡
単
な
説
明
、
お
よ
び
今
回
の
文
学
散
歩
途
上
（
七
軒
町
、
丸
の
内
周
辺
）
に
は
「
鱒
寿
し
」
製
造
販
売
の
店
舗
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
学
散
歩
終
了
後
三
〇
四
号
室
に
て
「
鱒
寿
し
」
の
食
べ
比
べ
を
行
う
こ
と
も
説
明
。
参
加
者
は
こ
の
食
べ
比
べ
の
ほ
う
に
よ
り
関
心
が
あ
っ
た
か
も
。
文
学
散
歩
は
、
後
記
地
図
Ａ
（
常
夜
燈
）
か
ら
Ｈ
（
中
山
輝
旧
宅
）
の
順
路
で
回
る
べ
く
、
午
前
一
〇
時
三
十
分
に
出
発
し
ま
し
た
。
各
地
点
ゆ
か
り
の
作
家
、
文
学
作
品
等
は
、
Ａ
Ｂ
・
船
橋
に
ま
つ
わ
る
話
お
よ
び
小
寺
菊
子
『
河
原
の
對
面
』
Ｃ
・
名
物
は
鱒
寿
し
？
鮎
寿
し
？
Ｄ
・
小
寺
菊
子
『
屋
敷
田
圃
』
Ｅ
・
護
国
神
社
の
磯
部
富
士
、
泉
鏡
花
『
蛇
く
ひ
』
Ｆ
・
翁
久
允
Ｇ
・
遠
藤
和
子
『
佐
々
成
政
』、
泉
鏡
花
『
黒
百
合
』
Ｃ
・
中
山
輝
旧
宅
お
よ
び
源
氏
鶏
太
で
す
。
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Ａ
常
夜
燈
（
北
側
）・
頼
三
樹
三
郎
石
碑
①
昔
の
神
通
川
の
流
れ
、
川
幅
富
山
在
住
の
人
な
ら
、
昔
の
神
通
川
は
大
き
く
蛇
行
し
高
志
の
国
文
学
館
、
県
庁
、
市
役
所
あ
た
り
を
流
れ
て
い
て
、
現
在
の
松
川
は
旧
神
通
川
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
も
旧
神
通
川
の
川
幅
を
実
感
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
も
残
る
常
夜
燈
で
す
。
北
側
（
左
岸
）
の
常
夜
燈
は
富
山
県
森
林
水
産
会
館
前
の
Ａ
地
点
に
、
南
側
（
右
岸
）
の
そ
れ
は
Ｂ
地
点
（
松
川
沿
い
）
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
常
夜
燈
は
両
方
と
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
損
傷
し
て
お
り
、
富
山
大
空
襲
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
②
頼
三
樹
三
郎
石
碑
北
側
常
夜
燈
横
に
、
頼
三
樹
三
郎
の
漢
詩
「
神
通
川
即
吟
」
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
三
樹
三
郎
は
頼
山
陽
の
三
男
で
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
越
中
を
旅
し
た
時
に
こ
の
七
言
絶
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。
鉄
鎖
横
江
万
丈
長
鉄
の
鎖
は
大
河
に
横
た
わ
り
万
丈
の
長
さ
だ
急
流
如
矢
響
琅
々
急
流
は
矢
の
よ
う
に
早
く
浪
々
と
響
き
五
更
鴉
唱
人
蹤
白
夜
明
け
に
鴉
が
啼
き
人
の
足
跡
も
白
い
六
十
四
梁
舟
板
霜
六
十
四
梁
の
舟
板
に
は
霜
が
降
り
て
い
る
）
な
お
、
三
樹
三
郎
は
幕
末
の
尊
王
攘
夷
論
者
で
、
越
中
を
訪
れ
た
十
一
年
後
、
安
政
の
大
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
一
〇
月
の
こ
と
で
、
三
十
四
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
県
内
で
は
宇
奈
月
の
愛
本
橋
の
袂
に
も
三
樹
三
郎
の
漢
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
常
夜
燈
（
南
側
）、
船
橋
、
お
よ
び
神
通
橋
（
木
橋
）
①
旧
神
通
川
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
た
町
の
南
北
を
結
ん
で
い
た
の
が
神
通
川
船
橋
で
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
六
十
四
艘
の
舟
を
繋
い
で
お
り
、
そ
の
袂
に
常
夜
燈
が
あ
り
ま
し
た
。
②
森
林
水
産
会
館
前
に
立
っ
て
い
る
北
側
の
常
夜
燈
は
、
も
と
は
道
を
挟
ん
で
も
う
少
し
北
寄
り
の
場
所
に
あ
り
、
南
北
筋
違
い
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
船
橋
の
長
さ
は
約
四
三
〇
ｍ
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
③
神
通
川
船
橋
は
、
江
戸
時
代
の
紀
行
文
『
東
遊
記
』
に
も
「
此
常
夜
燈
（
北
側
）
常
夜
燈
（
南
側
）
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船
橋
と
云
ふ
物
、
諸
所
に
あ
れ
ど
も
、
当
所
船
橋
日
本
第
一
也
。」、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
所
図
絵
や
浮
世
絵
版
画
に
描
か
れ
広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
一
の
船
橋
と
の
評
価
が
定
着
し
ま
し
た
。
④
六
十
四
艘
の
舟
を
繋
い
だ
船
橋
も
明
治
十
五
年
に
木
橋
に
掛
け
替
え
ら
れ
、
神
通
橋
と
称
さ
れ
ま
し
た
。小
寺
菊
子
の
自
伝
的
小
説
『
河
原
の
對
面
』
に四
街
端
れ
の
大
川
に
長
い
長
い
橋
が
架
つ
て
ゐ
た
。
昔
は
船
を
つ
な
い
で
そ
の
上
に
板
を
並
べ
て
、
僅
か
に
人
を
通
し
て
ゐ
た
、
と
云
ふ
の
で
、
そ
の
橋
は
今
で
も
や
つ
ぱ
り
「
船
橋
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
お
町
等
は
し
ば
ら
く
そ
の
橋
の
上
に
立
つ
て
、
廣
々
と
し
た
靜
か
な
四
邊
の
秋
色
を
眺
め
て
ゐ
た
。・
・
・
と
あ
り
ま
す
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、
富
山
市
旅
籠
町
十
二
番
地
〔
Ｄ
地
点
〕
で
生
ま
れ
た
小
寺
菊
子
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
数
え
年
十
七
で
上
京
し
ま
す
が
、「
船
橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
橋
は
こ
の
神
通
橋
で
し
た
。Ｃ
鱒
の
寿
し
？
鮎
の
寿
し
？
①
富
山
市
丸
の
内
に
、
富
山
漁
業
共
同
組
合
〔
Ｃ
地
点
〕
が
あ
り
ま
す
。
組
合
の
パ
ン
フ
に
は
「
現
在
、
事
務
所
の
置
か
れ
て
い
る
所
は
、
慶
長
年
間
か
ら
神
通
川
の
船
橋
の
常
夜
燈
の
傍
に
位
置
し
、
藩
政
時
代
に
は
鮭
川
役
の
番
所
が
置
か
れ
た
所
と
推
測
さ
れ
る
。
神
通
川
漁
民
の
歴
史
と
伝
統
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
四
〇
〇
年
に
渡
っ
て
受
け
持
っ
て
き
た
由
緒
あ
る
場
所
で
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
②
今
で
は
富
山
の
名
物
と
い
う
と
「
鱒
寿
し
」
で
す
が
、
江
戸
時
代
は
「
鮎
寿
し
」
の
よ
う
で
し
た
。
次
の
図
は
「
鮎
寿
し
」
が
名
物
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
右
は
十
返
舎
十
九
の
『
金
草
鞋
』
で
す
が
、
第
十
八
編
（
越
中
立
山
紀
行
）
に
は
舟
橋
が
め
づ
ら
し
い
と
の
狂
歌
と
と
も
に
、「
川
ぎ
し
の
ち
や
屋
あ
ゆ
の
す
し
め
い
ぶ
つ
な
り
」
と
し
て
「
名
物
の
鮎
の
す
し
と
て
買
う
人
の
お
し
か
け
て
来
る
茶
屋
の
に
ぎ
は
ひ
」
と
い
う
狂
歌
が
あ
り
ま
す
。
左
は
明
治
初
年
頃
の
舟
橋
の
浮
世
絵
版
画
で
す
が
、
橋
詰
の
商
店
は
名
物
の
「
鮎
す
し
」
を
商
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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Ｄ
小
寺
菊
子
生
家
跡
地
①
小
寺
菊
子
は
、
田
村
俊
子
、
岡
田
八
千
代
と
と
も
に
「
大
正
の
三
閨
秀
」
と
呼
ば
れ
活
躍
し
て
い
た
も
の
の
い
つ
し
か
埋
も
れ
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
小
寺
菊
子
を
掘
り
起
こ
し
た
の
は
、
富
山
大
学
教
授
だ
っ
た
金
子
幸
代
氏
で
す
。
二
〇
一
四
年
二
月
、
金
子
幸
代
編
集
・
解
説
「
小
寺
菊
子
作
品
集
」（
桂
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
小
寺
菊
子
の
『
屋
敷
田
圃
』
に
「
鏡
花
さ
ん
が
ず
つ
と
昔
、・
・
・
・
・
私
の
郷
里
富
山
へ
来
て
ゐ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
つ
て
、
然
か
も
私
の
家
の
斜
向
ふ
に
あ
つ
た
私
の
友
達
の
家
へ
英
語
を
教
へ
に
来
ら
れ
た
と
か
・
・
・
」
と
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
泉
鏡
花
が
家
庭
教
師
に
来
て
い
た
家
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｅ
磯
部
富
士
（
護
国
神
社
内
）
①
磯
部
富
士
を
知
ら
な
い
方
が
以
外
に
多
い
の
で
翁
久
允
宅
へ
行
く
前
に
護
国
神
社
に
寄
り
ま
し
た
。
富
山
藩
二
代
藩
主
前
田
正
甫
に
よ
り
磯
部
の
地
に
琵
琶
湖
、
近
江
八
景
な
ど
を
模
し
た
磯
部
遊
園
が
造
営
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
正
甫
の
死
後
遊
園
は
荒
廃
し
僅
か
に
磯
部
富
士
と
呼
ば
れ
る
土
盛
り
の
富
士
山
の
跡
を
残
す
の
み
で
、
こ
の
磯
部
富
士
も
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
撤
去
さ
れ
ま
す
が
、
記
念
に
石
を
組
ん
だ
現
在
の
「
磯
部
富
士
」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
Ｆ
翁
久
允
宅
と
早
百
合
観
音
祠
堂
磯
部
富
士
小
寺
菊
子
生
家
跡
付
近
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①
護
国
神
社
の
駐
車
場
を
抜
け
て
左
折
す
る
と
す
ぐ
に
翁
久
允
宅
前
で
す
。
翁
久
允
は
一
九
〇
七
年
渡
米
し
邦
字
紙
な
ど
に
小
説
発
表
、
一
九
二
四
年
帰
国
後
『
週
間
朝
日
』
編
集
長
な
ど
務
め
一
九
三
六
年
富
山
で
郷
土
文
化
誌
「
高
志
人
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
②
翁
久
允
は
自
宅
敷
地
内
に
早
百
合
観
音
祠
堂
を
建
立
し
ま
す
。
早
百
合
観
音
祠
堂
の
案
内
板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
祠
堂
は
、
早
百
合
伝
説
の
一
本
榎
の
そ
ば
に
住
ん
だ
作
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
翁
久
允
（
一
八
八
八
～
一
九
七
三
）
の
手
に
よ
り
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
早
百
合
は
五
福
村
の
農
家
の
娘
で
、
織
田
信
長
の
武
将
佐
々
成
政
が
富
山
に
入
城
し
た
折
、
召
し
出
さ
れ
た
娘
の
ひ
と
り
と
い
う
。
成
政
は
心
根
の
優
し
い
早
百
合
を
、
こ
と
の
ほ
か
寵
愛
し
た
の
で
他
の
女
性
た
ち
か
ら
嫉
視
さ
れ
て
い
た
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
成
政
が
厳
冬
立
山
の
ざ
ら
ざ
ら
越
え
を
敢
行
、
浜
松
城
の
徳
川
家
康
に
豊
臣
秀
吉
と
の
対
決
を
促
し
た
が
同
意
を
得
ら
れ
ず
空
し
く
帰
城
し
た
。
そ
こ
に
早
百
合
不
義
の
う
わ
さ
を
聞
き
怒
り
狂
っ
た
と
い
う
。
彼
女
は
無
実
無
罪
と
訴
え
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
磯
部
堤
の
一
本
榎
に
吊
る
さ
れ
斬
ら
れ
た
。
い
わ
れ
の
な
い
罪
に
彼
女
は
「
立
山
の
ざ
ら
峠
に
黒
百
合
の
花
が
咲
く
と
き
あ
な
た
を
滅
ぼ
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
呪
い
の
言
葉
を
残
し
て
果
て
た
と
い
う
" 黒
百
合
伝
説
" が
今
も
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
は
、
後
に
越
中
を
支
配
し
た
前
田
氏
が
治
国
の
策
と
し
て
成
政
を
暴
君
に
仕
立
て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
限
り
な
く
哀
れ
な
郷
土
の
物
語
と
し
て
民
衆
の
間
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。
今
は
、
彼
女
が
惨
殺
さ
れ
た
一
本
榎
の
あ
っ
た
場
所
に
" 磯
部
さ
く
ら
" の
碑
が
建
て
ら
れ
、
富
山
市
五
福
の
長
光
寺
に
は
彼
女
の
墓
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
祠
堂
の
建
立
は
、
早
百
合
の
成
仏
を
願
い
、
ま
た
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
の
富
山
大
空
襲
の
際
に
神
通
川
原
で
無
残
な
死
を
遂
げ
た
多
く
の
人
々
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
発
願
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
三
月
富
山
市
」
Ｇ
磯
部
堤
①
翁
久
允
宅
横
の
磯
部
堤
に
登
る
と
「
磯
部
の
さ
く
ら
」
石
碑
と
「
磯
部
の
一
本
榎
」
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。
案
内
板
は
昭
和
十
五
年
設
置
で
書
い
て
あ
る
内
容
は
「
早
百
合
観
音
祠
堂
」
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
②
成
政
の
早
百
合
惨
殺
は
、
江
戸
時
代
の
奇
談
集
『
三
州
奇
談
』
や
読
本
『
絵
本
太
閤
記
』
に
" 柳
の
木
の
下
で
" と
し
て
書
か
れ
て
い
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ま
す
が
、
泉
鏡
花
が
『
蛇
く
ひ
』（
明
治
三
十
一
年
発
表
）
で
「
磯
部
の
一
本
榎
」
を
取
り
上
げ
、
翌
年
発
表
の
『
黒
百
合
』
で
「
榎
の
枝
に
懸
け
て
愛
妾
早
百
合
惨
殺
」
と
書
い
た
こ
と
か
ら
、「
磯
部
の
一
本
榎
の
下
で
」
と
な
り
、
そ
の
後
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
刊
行
の
富
山
市
史
も
「
神
通
河
畔
磯
部
堤
一
本
榎
ノ
下
ニ
於
テ
鮟
鱇
斬
ト
ナ
シ
、
親
族
十
余
人
ヲ
殺
ス
」
と
記
載
し
た
こ
と
等
も
あ
り
今
に
続
く
「
磯
部
一
本
榎
伝
承
」
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｈ
中
山
輝
旧
宅
①
磯
部
堤
を
降
り
て
左
折
し
、
市
内
電
車
が
通
る
道
路
で
右
に
曲
が
る
と
す
ぐ
中
山
輝
旧
宅
前
で
す
。
参
加
者
の
荒
川
さ
ん
は
小
学
生
の
時
同
級
生
に
中
山
輝
の
お
子
さ
ん
が
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
②
中
山
輝
は
、
源
氏
鷄
太
（
本
名
・
田
中
富
雄
）
の
詩
の
師
匠
で
あ
り
、
富
山
商
業
学
校
に
通
っ
て
い
た
頃
、
田
中
富
雄
は
学
校
の
帰
り
中
山
宅
に
寄
り
道
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
③
昨
年
の
文
学
散
歩
で
近
藤
周
吾
先
生
に「
源
氏
慶
太
の
通
学
路
」
と
し
て
案
内
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
富
山
文
学
の
会
『
群
峰
２
』
も
参
照
し
て
下
さ
い
。
鱒
寿
し
の
食
べ
比
べ
①
文
学
散
歩
も
無
事
終
了
し
、
十
二
時
過
ぎ
に
富
山
県
教
育
文
化
会
館
に
到
着
。
こ
の
あ
と
皆
さ
ん
期
待
の
「
鱒
寿
し
の
食
べ
比
べ
」
で
す
。
②
当
日
配
布
の
参
考
資
料
よ
り
。
「
鱒
寿
し
」
に
つ
い
て
一
鱒
寿
し
と
は
鱒
寿
し
は
鱒
（
サ
ク
ラ
マ
ス
）
を
も
ち
い
て
発
酵
さ
せ
ず
に
酢
で
味
付
け
し
た
押
し
寿
し
（
早
ず
し
）
の
一
種
。
表
記
は
必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
ま
す
寿
し
、
ま
す
の
寿
し
、
鱒
の
寿
し
、
な
ど
あ
る
。
二
鱒
寿
し
の
歴
史
現
在
の
鱒
寿
し
の
起
源
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
享
保
年
間
に
富
山
藩
第
三
代
藩
主
・
前
田
利
興
の
家
臣
吉
村
新
八
が
将
軍
徳
川
吉
宗
に
献
上
し
絶
賛
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
と
の
逸
話
が
あ
る
。
但
し
『
越
中
資
料
』
第
２
巻
に
は
、
吉
村
新
八
が
献
上
し
た
の
は
「
鮎
寿
司
」
で
あ
り
そ
の
製
法
が
現
在
の
鱒
寿
し
と
同
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じ
「
早
ず
し
」
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
安
時
代
中
期
の
『
延
喜
式
』
に
は
鮭
寿
司
が
貢
献
物
と
し
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
米
飯
を
発
酵
さ
せ
た
" な
れ
ず
し
" だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
富
山
市
に
あ
る
鵜
坂
神
社
に
神
通
川
で
採
れ
た
一
番
鱒
を
塩
漬
け
に
し
て
春
の
祭
礼
に
供
え
て
い
た
も
の
が
江
戸
時
代
に
現
在
の
早
ず
し
の
形
態
を
と
る
鱒
寿
し
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
三
「
富
山
ま
す
寿
し
協
同
組
合
」
加
盟
店
青
山
総
本
舗
今
井
商
店
川
上
鱒
寿
し
店
元
祖
せ
き
の
屋
元
祖
関
野
屋
小
林
鱒
寿
し
店
鱒
寿
し
本
舗
高
田
屋
高
芳
千
歳
な
か
の
屋
な
み
き
鱒
寿
し
店
前
留
吉
田
屋
鱒
寿
し
本
舗
四
上
記
以
外
の
鱒
寿
し
店
富
山
市
味
の
笹
義
大
多
屋
扇
一
す
し
幸
寿
司
一
順
風
屋
（
魚
廣
）
寿
々
屋
昔
亭
竹
勘
紀
雅
丸
高
寿
し
ま
つ
川
源
富
山
市
以
外
（
宇
奈
月
）
有
磯
き
と
き
と
庵
や
ま
茂
ま
す
寿
司
屋
ヒ
ロ
助
（
黒
部
市
）
植
万
（
魚
津
市
）
魚
づ
鱒
寿
し
店
（
入
善
町
）
味
の
匠
味
（
立
山
町
）
大
辻
（
滑
川
市
）
と
と
屋
（
射
水
市
）
い
そ
ま
き
笹
寿
司
（
射
水
市
）
丸
龍
庵
（
高
岡
市
）
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
フ
ー
ド
味
の
山
正
（
氷
見
市
）
若
廣
（
小
矢
部
市
）
お
や
べ
平
ら
寿
司
本
舗
（
＊
）
お
願
い
･･･ 上
記
以
外
の
鱒
寿
し
店
を
ご
存
知
の
方
は
澤
田
ま
で
教
え
て
下
さ
い
。
当
日
味
比
べ
し
た
鱒
寿
し
は
、
せ
き
の
屋
、
関
野
屋
、
高
田
屋
、
前
留
、
ま
つ
川
、
吉
田
屋
で
し
た
。
感
想
は
各
自
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
で
・
・
・
・
・
・
な
お
、
当
日
配
布
の
資
料
は
Ａ
３
判
十
一
枚
、
Ａ
４
判
三
枚
で
す
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
一
部
し
か
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
つ
た
な
い
澤
田
の
説
明
に
適
宜
補
足
説
明
を
し
て
頂
い
た
野
村
様
、
な
ら
び
に
参
加
者
各
位
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
いよいよ味比べです。
